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鰻 となる塩を領域 の願扱いが不満足であるように思われ るO詳 しい対応ij岬
はもう少 し計算 してみないとわか らないp
反強磁性ス ピン波 谷 憲 帝 (京大歴 )
磁気共鳴や中性 子散乱の実験技術の急速な進歩はスピン波の振動数及び滅
衰 常数 の ,波数 ,親密 ,交換相互作用 ,異方性 常数-依存性 を明 らかに しつ
つある,. 強磁性に比べて反強磁性ス ピン波ajdynamicalな性質 の理論 的研
究は余 りなされ ていないo そこで緩和函数 の方法 (iMorirKawasaki:Frog.
Theor.Phys.27 (1962),529.)を用いて2-格 子反強磁性のス ピン
波について調 べた結■巣を報告 した(
川 交換相互作用ujみの場合の frequency spectrumo 小 さい波数 qを
もつスピン波の振動数 はa)g=租 qO(1-6/2S)となるo WqO は freemagnon
に対する振動数 ,Sはス ピンの大 きさ, Eはスピン波聞出相互作用に由来す




(2才反強磁性共鳴吸収 の巾O -軸性異方性Jj場合を考える｡ 共鳴振動数
はNagamiya (Frog.Theor.phys.旦 ~(1951),550:Keffer-
Kittel･Phys.i?-ev.壁 (1952),529)に よって g/iB 厩
















C は order l在 宅の ntlmerical constanto
となる0 位 La)ら)共に HA≪HE として求 められたo 例えば MnF2で上
記は6oK,20oKで夫 々的4α ,数 100αを与 える,,






となるE,ここに aは格子 常数 J(0)は交換積分のFourierzero 成分であ
るn 比 は低温では腐動数 より小 さくス ピン波が よい normaimodeで ある
ことを示 しているn
反強磁性路の異 常磁気緩和 森 肇 (京大基節 )
合金や強磁性杜では長距離秩序 や磁化など状態変数 の緩和時間が転移点 の
近 くで異 常に長 くなる- これは criticalslowing-down-_ofreiax-
ationと呼ばれ ,二次の相転移のかな り⊥殻 的な特質 と見られ .5(強誘電
徒のBaTiOSなどuj pOlarizationは ,I.れ と違った型 の緩和 .,つまり ,
kinetic energyをもった系に特有な緩和を行な うため ,このような異 常
が起 らない と見られ る( )反強磁性体で は M昌≡IWA2 - M一芸 の援和に
この ような異常が現われ るが ,一方 ,常磁性共鳴吸収の線 巾を定 める･,全磁
気能率 の桟成分 正 三 現 ｢+ jWB+ の緩和時間は転移点 の近 くで異常に
短か くなるの これはA41+に働 くトル クの緩和が criticalslowing-down
をうける ことに よるD これ らの異 常現象は既に援和蘭数法で明 らかに した こ
とで あるが ,その方法論 的基礎お よび得 られた結果 と実験 とuj比較を論 じたけ
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